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From Japonisme to Medieval Aesthetics:
































































































洋の理想（The Ideal of the East, 1903 in English）』に語ら
れている。









































































From Japonisme to Medieval Aesthetics:




























































































本の能楽（The Noh Drama in Japan, 1922）』に登場し
「meaning  that which lies under the surface, vague and 




（1938）には「eternal loneliness is something known pre-
eminently in Japan.」といった説明がみえる。さらに｢寂
び｣ については、同じ鈴木大拙のEssays in Zen（1932）
に「Sabi consists in rustic unpretentiousness or archaic 
imperfection, apparent simplicity or effortlessness in 



































































From Japonisme to Medieval Aesthetics:
The Formation of Oriental Aesthetics and the Crisis of the Modern Urban Culture
35日本趣味から中世趣味へ――東洋美学の形成と近代都市文化の危機意識　稲賀繁美 
があったのではなかろうか。この矛盾は、谷崎潤一郎
の『陰翳礼賛（In Praise of Shadows, 1936）』に反復され、
ようやく中年を意識し始めたハリウッド映画狂･大正
モダンボーイの目を通して、映画の光の中に、あらた
な陰翳を落とすことになる。ここに、日本の美意識が、
外の世界にむけて自己主張するためには、必然的に抱
え込むほかなかった構造的桎梏が浮かび上がる。それ
は同じ問題構成をとる限り、今日なお脱却不可能な方
法論上の臨界を、我々に突きつけているはずだ。
＊　＊　＊
　作家で詩人として著名な島崎藤村は、1936年に、初
代の日本ペンクラブ会長に就任し、はじめて国際ペン
クラブに日本代表として招かれ、ブエノスアイレスの
日本公使館で講演を試みている。そのときにかれが選
んだ題目は｢最も日本的なもの｣であり、そこで彼が選
んだ話題は、15世紀の禅の画家として当時一般にも
有名になっていた雪舟だった。藤村はこの講演のため
に、わざわざ日本から《山水長巻》の原寸大複製を持参
した。この一件も、本稿の分析の延長上でさらに詳細
な検討に値するが、それにはまた機会を改めることと
したい。
Shigemi INAGA
